
 
 

ビーバー(BVS)隊  

2/7 ゲームをしました。キムスゲーム

は観察力が試されます。大人でも間違え

てしまいがちの記憶力ゲームですが、ず

いぶんたくさん覚えられるようになりました。それ

から、その中のいくつかを入れ替えてみて、どれが

替わったか当てるゲーム。似たものを入れ替えたり場所を違えたりすると、なかなか難しく悩

んでいました。出題もスカウトが交代で行い、「難しい出題」をするスカウトもいました。最

後に、次回の行き先、物流博物館を踏まえ「運ぶ」について。キムスで並べられているものを

どうやって簡単に運ぶことができるかをみんなで考えました。 

2/21 高輪の物流博物館に出かけました。午前中は

１つ離れた田町駅で下車し、写真や地図を見ながら追

跡ハイクを行いました。もうすぐカブに上進するビッ

グビーバーたちですから、地図を見るのもずいぶん慣

れてきたようです。それでも地図とは違う形の交差点

でも立ち止まって「どうするんだろう？」と悩んでし

まいました。ちょっとまだ難しい部分もありますね。

途中、

高輪橋架道橋 という、田町－品川間にあるJR

線下のトンネルを通りました。なんと高さが

160cmくらい。背の高い大人はかがまなければ

歩けません。スカウトたちもちょっと背伸びした

りジャンプしたりすると手が届く天井を楽しん

でいました。物流博物館では、バンダナを使った

ものの包み方を教わったり、昔の運ぶ道具を体験

して楽しみました。 

 

カブ(CS)隊             

2/7組集会で、次回のハイキングの目的地

を相談しました。漠然としたイメージだけで

はだめできちんとした理由が必要です。その

中ででてきたものが「みんなでいろいろなス

ポーツをしたい」ということで“ROUND 1”や「カブ隊

になってから一回も行っていないし、見て心を癒された

い」ということで“動物園”などの希望が挙がりました。 

2/21前回の組集会で挙がった候補の中から、３月の舎

営にも関連付けられそうなテーマということで、動物園

に行くことに決定しました。但し、くまスカウトだけの

カブ隊ですから、単純に動物園前まで乗り物に乗って移

動することはしません。今回は多摩動物公園まで JR豊田

駅から 5kmほど歩いて街を観察。そして園内ではいろい

ろな動物を見た中、特にカブ隊にちなんで、うさぎ、し

か、くま（月の輪）の観察を行いました。 

 

ボーイ(BS)隊  

2/7班集会が行われました。ターゲットバッ

ジの「BP」の取得を目指し、ボーイスカウト

の創設者であるベーデンパウエルについて、

自分が気になったことを調べ発表しました。 

2 月の活動内容報告 

 

 

 



ベーデンパウエルは多くの国と関わりがあり、外国

のボーイスカウトについて深く理解できました。 

2/21班集会が行われました。来週行われる３０㌔

オーバーナイトハイクのガイダンスを行いました。 

2/27-28 世田谷有志団主催の 30㌔オーバーナイ

トハイクに３年ぶりに参加しました。６年生のKく

んと Fさんが参加し、世田谷の団のスカウトと一緒

に５名でグループを組み、南大沢から世田谷・赤堤

教会を目指して歩きました。以前より参加者が少な

くなり、全部で８つのチームでしたが、6時間 24分で完歩し、堂々２位に入賞しました。 

 

ベンチャー(VS)隊 

2/9 定例のプロジェクト会議が行われ、O さんと M さんが参加しました。この春

より議長スカウトとして、ベンチャー隊の先頭に立って活動にあたります。 

 

 

ローバー(RS)隊 

2/11-23 N さんが、日本連盟派遣プ

ロジェクトの１つである、平成２７年

度 CJKプロジェクト・バングラデシ

ュ派遣に、日本全国から集まった 10

人のローバースカウトの１人として参

加しました。CJK とは、台湾、日本、韓国のこ

とで、３つの国のスカウトがバングラデシュに行

き、現地バングラデシュのローバースカウトと一

緒に、友情を促進し、イスラムと南アジアの異文

化を体験するとともに、保健衛生、環境保全、母

子栄養摂取、国際理解、国際協力そしてスカウト運動への一層の理解を深めることを目的とす

るものです。現地では、村の人々に保健衛生用品を配ったり、環境保全として石鹸の作り方を

教えたり、また文化紹介として、けん玉とコマを紹介しました。またスカウト同士の交流とし

て、それぞれの国を紹介する「○○ナイト（ジャパンナイトな

ど）」が持たれました。 

2/28 あすなろローバーの定例会にN さんが参加し、平成２

７年度 CJKプロジェクト・バングラデシュ派遣について報告

を行いました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月のスカウト進歩情報 
 

BVS： 

 

Ｙ．Ｔ．くん 

Ｔ．Ｙ．くん 

Ｒ．Ｕ．くん 

小枝章９ 

小枝章８ 

小枝章 5 
 

BS： Ｈ．Ｆ．さん 

Ｒ．Ｋ．くん 

 

ﾏｽﾀｰﾊﾞｯｼﾞ「BP」 

ﾀｰｹﾞｯﾄﾊﾞｯｼﾞ「BP」 

 
   

   

 

 



 

 
 

中野８団から富士スカウトが誕生しました！昨年末の 50周年式典でも団委員の方々から記念

品の表彰がありましたが、春になった現在でも表彰ラッシュは止まりません。それもそのはず、

いくつもの難しい課題をクリアして、掴み取った栄冠です。富士スカウト章はボーイスカウト

の進歩課程で最高位のものであり、今年度は東京連盟で 43名のみの受賞となりました。しか

し、一人だけで独自に課題に取り組むことはできません。また、隊会議や数多くの面接を通し

て、スカウトの仲間達や関係者から優

秀なスカウトとして認められなくては

なりません。 

今回、富士スカウトになったＴ．Ｏ．

くんは、ボーイ隊の後輩スカウトや地

域の方々に対して奉仕活動を積極的に

取り組みました。仲間と共に奉仕にあ

たる中で、他者を思いやり、真摯に向

き合う姿は多くの関係者から高い評価

を受けていました。 

高校生、そしてベンチャー隊スカウト

としての3年間で大きく成長した彼の

今後に注目です。 

最後にＯくんからのコメントです。 
東京連盟での集合写真 

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★ 

初めに、進級課目の習得に対してご指導してくださった指導者の皆様に御礼申し上げます。中

野 8団にはボーイ隊の時に転団し、それから谷内リーダーや綾田リーダー、河治リーダーにお

世話になりながら菊章を取得しました。プロジェクト以外にも、中野 8団の多くの方々から指

導を頂きました。上進後は清田リーダーのサポートを頂き、今回の富士スカウト章まで到達す

ることができました。本当にありがとうございました。また、迷惑を沢山かけてしまってもプ

ロジェクトへの挑戦の中で協力してくれた山田君、ベンチャー隊とボーイ隊のスカウトの皆さ

んにも、感謝の気持ちでいっぱいです。 

ボーイスカウトという存在を私に教えてくれた父、そして、活動を見守り自宅でたくさんのサ

ポートをしてくれた母にも、一度では伝

えきれないほど感謝しています。 

今後はローバースカウトとして活動

を深めつつ、指導者としての勉強を重

ね、これまでの恩返しを忘れずスカウ

ト活動を続けてまいります。富士スカ

ウト章を最終ゴールとせず、後輩の指

導やスカウト活動の魅力を外部に伝

えていくことを目標に、今後も努力し

ていこうと思います。  

ベンチャー隊 Ｔ．Ｏ． 

あすなろ地区受賞者と 
 

とぴっくす 



 

スカウト豆知識 

 
  

 

 

ローバースカウトのＮさんが国際プロジェク

トで出かけたバングラデシュ。普段日本で生活

しているのとは違う、カルチャーショックがた

くさんありました。一番びっくりしたのは道路

です。街にはたくさんの車や自転車など走って

います。信号待ちをして道を渡るという文化は

なく、走っている車をバングラデシュのスカウ

トに止めてもらって渡ります。その車を止めて

くれるバングラデシュのスカウトがとてもか

っこよかったです。 

また一緒に行った韓国や台湾のスカウトは、日

本の文化に詳しく、なんと「壁ドン」まで通 

じてしまうほど！文化が似ていて言葉が違う

同じ歌や、同じようなゲームも多数ありました。 

４か国とも英語が母国語でない中、英語で会話

するので難しい単語などは英語を介してそれ

ぞれが辞書で母国語に直して意味を確認し、 

話を通じ合わせていました。 

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪ 
 

  
 

「国際的な活動」 
 

スカウト運動の特徴の１つに国際性があります。世界 160の国と地域が正加盟して活動している

スカウト運動は、オリンピック運動や赤十字などに並ぶ国際的な運動なのです。国際的な活動を通

じて、スカウトたちは幅広い視野や高いコミュニケーション能力など、国際社会においても活躍で

きる社会人となる基礎を身につけることができます。８団のスカウトが海外のキャンプに参加した

り、世界スカウトジャンボリーが日本で行われたりしているのは記憶に新しいところです。 

スカウト運動の一番の特徴である進歩過程と合わせて国際活動のプログラムを考えると、国際教育

は、認知、国内活動、国際理解、国際交流、国際協力、国際貢献といったステップが一般的にとら

れています。スカウト運動が一貫教育であるからこそ、このようなステップを行うことができます。 

ビーバー隊：認知･･･世界の存在を知り、世界にはいろいろな人種や文化、問題があることを知る。 

カ ブ 隊：認知、国内活動、国際理解･･･世界について学び、またそれをきっかけに日本のこと

を見つめるなど内なる国際化を進め、日本人としてのアイデンティティーを確立していく。 

ボ ー イ隊：国際理解、国際交流･･･民族、宗教、異文化、環境、開発、人権、平和などについて、

グローバルな視点を広げ理解を深める。 

ベンチャー隊：国際交流、国際協力･･･国内外において、他国と親睦を図り、交流を深めていく。 

ローバー隊（大人）：国際協力、国際貢献･･･相手のニーズを理解し、自らも学びながら共同プロ

グラムを促進する。その中で個々のスキルを高め、自分には何が出来るかを自ら考え、地球規模

の諸問題に対して積極的かつ自主的に働きかけていく。 

世界的に有名な人材にはスカウト出身が多く、ビル・ゲイツやマイケル・ジョーダン、スティーヴ

ン・スピルバーグ、ジョン・F・ケネディなどもボーイスカウトだったとされています。また、世

界どころか宇宙で活躍する宇宙飛行士には、さらにスカウト出身者が多く、1959年以降にNASA

の宇宙飛行士に選ばれた人の約 2/3が、スカウト活動の経験者だそうです。アポロ計画に参加した

宇宙飛行士では 24人中20人、月面に降り立ったクルーにいたっては、なんと12人中 11人が

元ボーイスカウトだったそうです。日本の宇宙飛行士の１人、野口聡一さんもスカウト出身です（野

口氏は現在も茅ヶ崎２団ビーバー隊副長として現役登録されています）。 

リーダーの活動 

2/7 団会議  

2/11 地区登録審査会  

2/11 あすなろ地区 

新春の集い 

 

2/20 WB課題事前研究会  

2/25 地区委員会  

2/29 各運営委員会  

2/29 PWD東京大会打合  

 

 

活動で見つけ

たほのぼの話 

＊ 活動の写真はホームページにアップされています。 

個人情報保護のためパスワードがかかっていますので、

隊長にパスワードをご確認の上、アクセスして下さい。 

http://members2.jcom.home.ne.jp/bsn8/ 

 


